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令和３年度 環境緑化に関する研究者発表会 
 

日時：令和 3年 11 月 29 日（月） 13：30～17：30 

会場：WEB（Zoom） 

 

次 第 

 
13：30  開 会 

    開会挨拶  公益財団法人都市緑化機構 専務理事 梛野 良明 

     主旨説明  環境緑化技術共同研究会 運営委員長 藤田 茂 

13：45～14：10 発表１ 「知っておきたい屋上緑化の基礎知識 防水編発刊にあたって 」 

        発表者：田島ルーフィング株式会社 綿引 友彦 

14：10～14：35 発表２「都市緑化の普及・推進を目指す技術者の使命とは？」 

        発表者：環境緑化技術共同研究会 調査研究部会長 橘 大介 

14：35～15：00 発表３「市街地再開発に伴う都市緑化等による暑熱環境改善効果について」 

        発表者：東京都環境科学研究所 都市地球環境研究チーム 主任研究員 常松 展充 

～休憩 １０分間～ 

15：10～15：35 発表４「竹炭を混合させた土壌の屋上緑化への適用可能性」 

        発表者： 千葉工業大学 創造工学部 建築学科 准教授 石原 沙織 

15：35～16：00 発表５「適切な灌水管理と「緑」のダム」 

        発表者：レイ・ソーラデザイン株式会社 代表取締役 大森 僚次 

16：00～16：25 発表６「クマノザクラとその実生苗育成の第1報」 

        発表者：環境緑化技術共同研究会 緑化技術分科会長 直木 哲 

～休憩 １０分間～ 

16：35～17：00 発表７「植物による室内環境浄化機能分析とメンタルへルスケアに関して」 

        発表者：株式会社プラネット 代表取締役社長 大林 修一 

17：00～17：25 発表８「酒匂川左岸農業用水路(鬼柳堰)におけるオオカナダモ駆除実験」 

        発表者：東京農業大学 地域環境科学部 地域創成科学科 准教授 浅井 俊光 

17：25  閉会挨拶  環境緑化技術共同研究会 技術情報分科会 副分科会長 後藤 良昭 
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■令和１年度 特殊緑化に関する研究者発表会講演要旨 

日時：令和1年11月13日（水） 13：00～17：35 

会場：田島ルーフィング8階会議室（東京都千代田区岩本町） 

 

発表１ 壁面緑化の利用者選好評価に関する基礎的研究」 

    田中 稲子（横浜国立大学大学院 都市イノベーション学府 准教授） 

大学教育研究施設を対象としたコンジョイント分析によるアンケート調査を用いて、壁面

緑化の利用者選好評価を行った。施設利用者・非利用者の両者の選好評価および支払意思額

に緑被率が大きく影響すること等が明らかになった。 

 

発表２ ハイブリッドターフの変遷・種類とその利活用 

飯島 健太郎（東京都市大学総合研究所） 

近年、注目されつつあるハイブリッド芝は、「天然芝の改良基盤システム」として効果的

な利活用が期待さ れている。主な構造として、スティッチタイプ、基盤強化タイプ、カーペ

ットタイプ、人工地盤対応型薄層タイプとし て、各種技術を整理した。用途とともに効果的

な導入に向けて、あらためて対策が不可欠であることを述べた。 

 

発表３ 都市河川における絶滅危惧植物ミズキンバイの保全 

大澤 啓志 （日本大学 生物資源科学部 教授） 

治水のために河床掘削工事が実施された柏尾川（横浜市他）では，事前の生態調査に基づ

くミズキン バイの保全対策が実施された。フトンカゴで隣接遊水地に仮移植し，工事終了後

に河川内に再移植した。 10 年後の分布調査で本保全対策は一定の効果を確認したが，一方

でツルヨシの被圧が顕在化していた。 

 

発表４ 数値シミュレーションを用いた都市緑化のヒートアイランド緩和効果の検討 

村上 暁信（筑波大学大学院 システム情報系 教授） 

都市緑地の創出や緑化の推進においては，定量的基準による誘導が多くの自治体で行われ

ている。し かし緑の量に応じて効果が高まるわけではない。本稿ではヒートアイランド緩和

機能を取り上げて， 緑の量と効果の関係を検討する。 

 

発表５ バイオ炭とCAM植物を利用した低コスト型屋上緑化技術の開発 

松岡 達也（東京大学大学院 農学生命科学研究科） 

屋上緑化において植物体の生育を良好に保つ方策として、CAM 植物の混植とバイオ炭の混

合が挙げら れる。各効果が発揮される条件の策定を目指して栽培実験を行った結果、CAM 
植物の混植は乾燥条件で のみ誘導されること、バイオ炭混合は体積比 15%以上で良好な効

果を示すことが示された。 
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発表６ 都市のグリーンインフラ技術の２つの提案「グリーントレンチ」と「アウトドアオフィス・

ガーデン」 

豊田 幸夫（特殊緑化共同研究会情報活用部会長） 

自然・みどりは単に良好な景観を形成や環境改善機能のみならず、各種の植物療法にみら

れる健康・ 療養機能、植物を介してのコミュニケーション形成機能など多様な機能を有して

いる。また、現在の 高齢化・ストレス社会において、人々はストレス解消や健康、癒しの場

を求めている。そこで、コミ ュニケーションの形成と利用者の健康につながる「エディブル

ガーデン」を紹介したい。 

 
発表 7 都市化による緑地土壌の変化 

高橋 輝昌（千葉大学大学院 園芸学研究科 准教授） 

都市緑地は大気中の汚染物質を緑地生態系内に取り込んでいる。都市緑地の土壌では主に

道路に由 来の粉塵によって酸が中和されている。また、土壌の化学的性質の変化に伴い、植

物体の元素濃度が 変化し、分解特性が変化することによって緑地生態系の物質循環特性も変

化しているようである。 

 

発表８ ヘデラ・ヘリックスとヘデラ型イミテーショングリーンの大気汚染物質の表面吸着特性 

浅井 俊光（東京農業大学 地域環境科学部 地域創成科学科 准教授） 

生の植物（ヘデラ）と同様の形姿のイミテーショングリーンを屋外に長期間設置し，その

葉面に吸着する 大気汚染物質（NOx，SOx）量を測定した。その結果，全実験期間を通して

ヘデラ，イミテーショングリーン ともに SO4 2-よりも NO3 -の単位葉面積当たりの吸着量

が大きいこと，寒候期よりも暖候期において吸着量が大 となることが明らかとなった。さら

に，NO3 -の単位葉面積当たりの吸着量については，概ねポリエステル製 イミテーショング

リーン（PL）区＞ポリエチレン製イミテーショングリーン（PE）区＞ポリエステル-ポリ 塩
化ビニルコーティング製イミテーショングリーン（PL-PVC）区＞ヘデラ区の順となり，生体

や耐候性を高 めた製品ほどその吸着量が小さくなった。一方，SO4 2-の単位葉面積当たりの

吸着量については，暖候期と寒 候期の差は小さく，寒候期ではヘデラ区の値は PL 区に次い

で大きくなることが明らかとなった。 

 

発表９ 基礎からわかる緑化の防水 

綿引 友彦（田島ルーフィング株式会社 営業開発部 第1課 課長代理） 

特殊緑化共同研究会 技術情報分科会では、屋上緑化普及のために、ハンドブック「知って

おきたい 屋上緑化の防水の基礎知識」の作成を進めている。本講では、屋上緑化の実務者に

向けた小冊子の編 集主旨とアウトラインを紹介する。 
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■平成３０年度 特殊緑化に関する研究者発表会講演要旨 

日時：平成30年11月28日（水） 13：30～17：35 

会場：田島ルーフィング8階会議室（東京都千代田区岩本町） 

 

発表１ シンガポールの緑政策と都市緑化 

飯島 健太郎（東京都市大学総合研究所） 

緑豊かなガーデン・シティを目指してきた都市国家・シンガポールでは、2010 年以降、特

殊緑化の推進が目覚ましい。その背景には建築環境を対象とした新たな政策的後押しが切り

札となっている。グリーンビルディング・マスタープランを中心とした緑政策と都市緑化の

現状について概観したい。 

 

発表２ 薄層緑化構造を用いた植生の長期間維持の実例 

    田島 常雄 （田島ルーフィング㈱ 会長） 

筆者は、軽量屋上緑化システムについて「芝生」と「セダム」を、設置24年に渡って経過

観察を実施している。 

今回の報告は、平成28年度（2016年）～30年度（2018年）にかけての緑化状況の推移につい

て、年管理内容と併せて報告した。 

 

発表３ 都市型水辺ビオトープの水質制御の実証試験 

    大澤 啓志 （日本大学 生物資源科学部 生命農学科 教授） 

硝酸イオンを吸着・除去する水質浄化装置の有無による、都市型ビオトープ池の水生昆虫

相及び水質 や藻類の繁茂状況の影響を検討した。4 年間のモニタリングの結果、本装置設置

によって夏期の富栄養 化が抑制され、藻類発生の抑制効果及びトンボ相の多様度指数が高く

なることが示された。 

 

発表４ 屋上緑化におけるCAM植物の混植による他種の生育促進効果のメカニズムの解明 

    松岡 達也 （東京大学大学院農学生命科学研究科緑地創成学研究室） 

本研究では、屋上緑化において他種の生育状態を改善するとされる CAM 植物の混植の効果

を、植物 の生育特性ごとに検証した。温室内でプランターを用いた混植実験を行った結果、

混植の効果は CAM 植物の生理学的特性や植物の生育型に依存することが示された。 

 

発表５ 雨庭の雨水流出抑制効果の評価について 

    平野 尭将 （清水建設株式会社 技術研究所） 

京都学園大学太秦キャンパスの2つの雨庭を対象に雨水流出抑制効果を判断するために貯留

浸透機能の 定量評価を試みた。その結果，土地被覆や雨庭の構造等の違いにより，その効果

に差が生じる可能性が示 唆された 

発表６ 色温度及び照射時間の異なる高光束密型LEF光源下におけるTifwayの生育 

    浅井 俊光 （東京農業大学 地域環境科学部 地域創成科学科 准教授） 

我が国のスポーツターフに多用されている交雑種品種 Tifway（以下，ティフトン 419）に対して，

5,000K と2,700K の2 つの色温度のLED ランプを用いて光合成光量子束密度（PPFD）と照射時間を変

えて補光し， 生育量の推移を調査した。その結果，7日ごとの草高の伸長量については，2,700Kの処理

区において上方へ 伸長する傾向が認められた。一方，5,000K の補光は上方への伸長は抑制されるもの

の，2,700K の補光より も地表面に近い位置に多くの葉を展開することが明らかとなった。実験終了時

の各処理区の乾物重量につい ては，総重量では処理5（5,000K・800μmol・8h）＞処理4（5,000K・800

μmol・4h）と 8（2,700K・800μ mol・4h）＞処理 2（5,000K・400μmol・4h）と 7（2,700K・400μ
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mol・4h）と処理3（5,000K・800μmol・ 2h）＞処理 1（5,000K・無補光）と 6（2,700K・無補光）の

順となり，地上部，地下部の乾物重量において も，概ね同様の結果となった。さらに，2,700Kの600nm

付近の長波長を主とした補光は，節間の長い（約 40 ～60mm）節が増加する傾向があった。一方，

5,000K の 450nm 付近の短波長を主とした補光は，節間が短い （約30mm～40mm）節を増加させる傾向

があり，緻密なターフ形状を形成する効果が高いものと推測された。 

    

発表７ 公園の要素×デザインを取り入れた室内緑化事例 

    辻永 岳志 （株式会社パーク・コーポレーション プランツコーディネート室 リーダー） 

「日常に公園の心地よさを」をコンセプトに活動する parkERs（パーカーズ）のデザイン思考と緑 化事例に

ついて説明する。植物が単なる装飾ではなく、コンセプトとストーリーを持たせ公園の要素 を感じられる

空間にすることで、植物の価値をより高めることができる。  

 

発表８ 都市におけるビオトープの現状と維持管理 

    櫻井 僚 （㈱静岡グリーンサービス） 

都市空間におけるビオトープにおいて、植生への管理は行われるが、池の中などの堆積物の除去などは

あまり行われていない。長期にわたり堆積した泥やそれに繁茂した水草等を除去し、都市緑地としての

景 観面と、ビオトープとしての機能を両立するため、これらの問題点を見極め、改善していく必要が

ある。 弊社施工事例を基に維持するための改修工事と維持管理の事例を紹介する。  

 

発表９ 屋上緑化に適した、高耐久防水のしくみ 

    綿引 友彦 （田島ルーフィング㈱ 営業企画部 広報企画室） 

漏水から生活空間を守るためには、防水層の定期的な改修が欠かせない。とはいえ、屋上緑化を施した

防水層の改修は、植栽の撤去、復旧に多くの手間と費用が掛かってしまう。このような事態を避けるひ

とつの方法として、躯体と同等以上の寿命を持つ高耐久性の防水が求められる。 
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■平成２９年度 特殊緑化に関する研究者発表会講演要旨 

日時：平成29 年11月29日（水） 13：00～18：00 

会場：田島ルーフィング4階会議室（東京都千代田区岩本町） 

 

発表１ 官民学連携による緑地創生と管理運営/都筑区の早渕川・老馬谷ガーデンプロジェクトの事例 

飯島 健太郎（東京都市大学総合研究所） 

2017 年３月，早渕川沿いの幅8m，長さ180m の長大な空き地が，地域の方々が集う緑地と

して誕生した．「早渕川・老馬谷ガーデン」と命名された本緑地は，都市緑化よこはまフェ

ア・18 区連携事業・都筑区花いっぱい運動などの事業を中核として実現，まちづくりに関わ

る官民学の10 年にも及ぶ検討を礎としている．市有地を活用した本緑化プロジェクトのため

に行政上の手続きを区が調整，地域のNPO とともに東京都市大学の学生が連携して緑地の造

成を担った．本プロジェクトにより，まちのにぎわい，防犯，健康，環境対策をその役割と

して掲げ，管理運営を模索するものである． 

 

 

発表２ 都市樹木 これからの設計・維持管理を考える 

細野哲央（千葉大学大学院園芸学研究科） 

筆者はこれまでに人と都市化された環境で生育する樹木との間に生じる課題解決を目的と

して調査・研究結果を進めてきた。それらの結果に基づき，健全な樹木の育成，都市に樹木

を植える理由，リスク管理，市民連携の観点から，これからの都市樹木に求められる設計・

維持管理の在り方を論じた。 

 

発表３ 屋上緑化の雨水排水遅延効果 

石原 沙織 （千葉工業大学創造工学部建築学科） 

屋上緑化には様々な効果が期待されているが、降雨時に雨水を貯留し排水を遅延させるの

もその一つである。本稿は土壌や植物の各因子を変数とし、実験的に雨水排水遅延効果を明

らかにしたものである。 

 

発表４ 野和花緑化に向けたカワラナデシコの生態研究 

大澤啓志（日本大学生物資源科学部） 

西口美菜子（日本大学生物資源科学部） 

沼津千本原，三保の松原，天橋立でのカワラナデシコの生育実態より，松林‐海浜景観に

おける境界部が基本的なハビタットの一つであることが示唆された。津波被災海岸林での動

態より，本種は攪乱依存性を有し，ダイナミックに生育規模を拡大・縮小させつつ個体群を

維持してきたことが示唆された。 

 

発表５ 都市型商業施設の屋上庭園における環境配慮の取組み 

株式会社石勝エクステリア 川崎 鉄平 

対象地は都市型商業施設の屋上庭園であり、周辺緑地との景観の連続性や生態系ネットワ

ークを図るよう豊かなみどりを創出している。「景観や生態系に配慮した緑化計画」「安全

性に配慮した緑化技術」「環境に配慮した緑地管理」といった技術を取り入れ、来訪者へ快

適な環境を提供している。 
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発表６ 基盤造成型壁面緑化における蒸発散量の測定 

安部 翔平（イビデングリーンテック㈱） 

基盤造成型壁面緑化に対する適切な灌水量を設定することを目的として、壁面緑化から蒸

発散により失われる水分量を測定した。また、測定により得られた蒸発散量を元に緑化パネ

ルへの適切な灌水量を検討した。現状では検証が不十分であるため、今後も引き続き検証す

る必要がある。 

 
発表 7 遮光条件下における斑入りマサキの生育特性および葉色の変化について 

浅井俊光 東京農業大学 地域環境科学部 地域創成科学科 

3 種類の斑入りマサキを屋外にて6 段階（0%、20%、35%、50%、65%、80%）の遮光条件下で

11 ヶ月間の生育実験に供した。その結果、徒長現象と葉色の変化は黄金マサキ＞金マサキ＞

銀マサキの順に強く発現し、黄金マサキと金マサキは20%～30%の遮光条件下でも徒長現象が

発現することが明らかとなった。 

 

 

発表８ 大阪府内における熱帯・亜熱帯性観葉植物類の帰化生育現況に関する研究 

山田宏之（大阪府立大学大学院生命環境科学研究科） 

前田 良（セキスイハイム近畿（株）） 

本研究では，都市内に広く帰化，定着していると考えられる4 種の熱帯性，亜熱帯性の観

葉植物を取り上げ，大阪府内の都市（大阪市），近郊（羽曳野市），郊外（河内長野市）地

域での生育分布調査を行い，地域別や用途地域ごとの分布状況を比較し，種ごとの分布特性

を把握・解析した． 

 

発表９ 防水層の保護、荷重条件など屋上緑化をする上での基礎知識 

綿引友彦（田島ルーフィング株式会社 営業企画部 広報企画室） 

都市空間に潤いを与え、省エネルギーに貢献する屋上緑化。環境意識の高まりと共に、多

くの新築物件で、豊かな緑が形成されている。今後は、新築のみならず既存建築での積極的

な採用が望まれるため、本稿では屋上の防水改修を行った後に、屋上緑化を実践するための

基礎知識を紹介する。 
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■平成２８年度 特殊緑化に関する研究者発表会講演要旨 

日時：平成28 年10月19日（水） 13：00～18：00 

会場：田島ルーフィング4階会議室（東京都千代田区岩本町） 

 

発表１保健衛生学から見た緑素材・緑地の利活用／特に産業保健を対象に 

発表者：飯島 健太郎 東京都市大学総合研究所・環境学部併任 教授 

緑地の効用を保険衛生学的な類型に基づいて整理している。今回、産業保健分野を対象に

検討した。産業保健活動の中でも労働環境と疲労対策、ヒューマンエラーや事故防止などの

観点から、知覚対象としての効用から物理化学的な環境改善効果など緑素材・緑地の有効性

が認められた。 

発表２屋上緑化における主要植栽植物のCO2固定及びPayback Timeの算出 

発表者：黒沼 尊紀 千葉大学大学院 園芸学研究科 花卉園芸学研究室 博士後期課程3年 

本研究は、CO2に関わる屋上緑化の環境改善効果および環境負荷を定量化し、CO2 payback 

timeを算出することを目的に行った。また、主要植栽植物のCO2固定能と生理形態的特徴の関

係を調査した。その結果、屋上緑化は6.4～16.9年で製品製造時のCO2排出量をペイバックする

ことが示された。 

発表３薄層緑化構造を用いた植生の長期間維持の実例 

発表者：田島 常雄 田島ルーフィング㈱ 会長 

屋上緑化は都市住環境を改善する技術であるが、コストが高く年間50 万㎡程度に留まる。

ヨーロッパで普及している安価な薄層緑化が日本において長期間保たれた例は少ない。薄層

緑化の「芝生」と「セダム」を25 年間観察した実例と、維持作業のモデルを提案する。 

発表４窓面緑化が執務者の不快グレアに及ぼす影響 

発表者：東野 友哉 横浜国立大学大学院 都市イノベーション学府 建築都市文化専攻  

建築環境工学研究室 修士1年 

室内執務者にとって適切な窓面緑化の緑被状態を示すために、窓面内の分布の偏り等に着

目して被験者実験を行った。本研究で定めた範囲内において緑被率を上げることで室内の好

ましさが向上することが確認され、緑被分布の偏りを調節することで安息性や快活性を向上

させる可能性も示唆された。 

 

発表５仙台平野津波被災海岸林におけるマツ類の動態 

発表者：大澤 啓志 日本大学 生物資源科学部 生命農学科 教授 

宮城県岩沼市の津波被災海岸林において，UAV を用いた残存マツ高木の毎木分布の実態把

握より，漸層的な植生変化とマツ高木が残存し始める要因を考察した。また，2014 年時のマ

ツ類の実生分布より，実生密度が高くなる浜堤付近ではクロマツの天然更新による造林が可

能であることを示した。 

発表６ セイフティグリーンウォールについて 

発表者：前田 正明 特殊緑化共同研究会 交通インフラ緑化分科会長 

近年、環境や健康の観点から、自転車の利用が増えてきている。半面相対的には減少して

いるが自転車事故が問題になっている。特に自転車対歩行者の事故は、過去10 年間で1.3倍

になっている。そのようなことから、国土交通省では、交通安全対策基本法（昭和45 年制

定）の規定により作成される「交通安全基本計画」において、交通安全施策の一つとして位

置づけられている「自転車利用環境の総合的整備」に基づき、自転車の交通事故を削減する

ため、歩行者・自転車・自動車を分離した「自転車通行空間（自転車道、自転車専用通行帯

等）の整備」をしている。しかしながら、幅員のない道路では、決して安全とは言えない道

路もある。そこで、交通インフラ分科会では、そのような道路あっても安全に且つ、環境に

配慮できる道路空間を創出するために、セイフティーグリーンウォール（以後ＳＧＷ）の開

発を目指した。 

45



発表７都市の緑をミツバチで活かす取り組み 

岡田 信行 株式会社オルト都市環境研究所 代表 

現在の都市は、コミュニティの再生、地域経済の活性化、都市環境の改善など、様々な課

題を抱えている。 都市でミツバチを飼育する取り組みは、これらの課題に対応した様々な主

体や活動をつなぎ、取り組みの相乗効果を高めることを意図して実施している。 

発表８屋上等特殊空間域における亜熱帯植物の導入の可能性 

発表者：仲村 優志 東京農業大学農学研究科造園学専攻修了 

昨今の気候変動や天変地異に因り都市部の緑地においては様々な機能性が求められるよう

になり、局地的な高温多雨環境が継続する空間域では亜熱帯植物の導入も考えられ、限られ

た屋上等の緑化空間においては景観の向上を求めるばかりでなく、様々な有用性を備えた植

物の利活用も求められる。 

発表９韓国の最近の都市緑化とランドスケープの紹介 

発表者：豊田 幸夫 特殊緑化共同研究会 副運営委員長 
9 月に韓国屋上事例視察会において、見学してきた事例を紹介したい。ソウル新市庁舎壁

面緑化、ザハ・ハディド氏設計の東大門デザインプラザ、世宗市の屋上緑化、線路跡地の京

義線森の道公園、高架道路を改修して復活した清渓川、ソウル駅7017 プロジェクト（高架道

路の改修計画）。 
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■平成２７年度 特殊緑化に関する研究者発表会講演要旨 

日時：平成27 年11 月13 日（金） 13：00～18：00 

会場：田島ルーフィング（管理本部）4 階会議室（東京都

千代田区岩本町） 

 

発表１ 芳香性植物の嗜好性と利用実態および食材としての印象に関する研究 

発表者：小澤 直子 千葉大学大学院園芸学研究科 

岩崎 寛 千葉大学大学院園芸学研究科 准教授 

ヒトがストレスを抱える現代社会において必要不可欠とされる「ストレスの軽減」「健康

維持・増進」「未病の予防」に対し、「芳香（香り）」の持つヒトへの効果が期待されてい

る芳香性植物に焦点をあてた。その利用について年代による分岐点が存在し、食材利用には

消費者の認知度の高さが影響することがわかった。 

発表２ 保健衛生学からの見た緑素材・緑地の利活用／特に母子保健・学校保健を対象に 

発表者：飯島 健太郎 横浜桐蔭大学 医用工学部 生命医工学科 准教授 

緑地の効用を保健衛生学的な類型に基づいて整理している。今回、特に母子保健と学校保

健分野を対象に検討した。予防医学へのプロセスには、乳児期・幼児期からの健全な成長発

達も重要な課題であり、緑地の利活用の観点からの効果も散見される。屋上緑地や室内緑

化、壁面緑化もその一端を担っている。 

発表３ 絶滅危惧植物と地域の発展 ～ハナノキを事例に～ 

発表者：佐伯 いく代 筑波大学大学院 人間総合科学研究科 准教授 

ハナノキは、日本固有のカエデの仲間で、本州中部地方の限られた湿地にのみ生育する絶

滅危惧植物である。本発表では、ハナノキの分布、生態、保全状況などについて紹介し、地

域とのつながりについて考察する。 

発表４ 二子玉川ライズⅡ-a 街区ルーフガーデンにおける在来種緑化の取り組み 

発表者：渡邊 敬太 箱根植木株式会社 

二子玉川ライズⅡ-a 街区の再開発事業では、多摩川流域の自然景観を再現するために、多

摩川流域系統の植物を、遺伝的多様性を持たせて用いるという課題が与えられた。遺伝的な

地域性と遺伝的多様性に課題を残しつつも、植生を最小単位として、現在多摩川流域に生育

する系統の植物を用いて自然景観を再現するところまでは実現した。 

発表５ 都市屋上緑化の可能性と有効活用の研究 

発表者：伊藤 麻理 UAo 株式会社 代表取締役 

都心の最大の遊休地「屋上」は、都内での総和として港区ほどの面積になる。屋上利用に

は様々な規制があり、その利用はなかなか進まない。弊社では「旧耐震ビル頂部」に建築を

行う事で、有効利用する技術開発を進めており、その研究成果を共有する。 

発表６ 街のサウンドスケープとして都市域に鳴く虫を誘致する 

発表者：徳江 義宏 日本工営㈱ 中央研究所 開発研究部 

大澤 啓志 日本大学 生物資源科学部 植物資源科学科 准教授 

都市域における生態系サービスのひとつとして、「鳴く虫」の声が果たす役割は重要であ

る。「鳴く虫」のうち直翅目のクツワムシ、およびセミ類について、都市域で生息を規定す

る環境要因について検討した。 

また、人々との関わりの創出を目的として、セミ類を対象とした学習プログラムを実施し

た。 

発表７ 日本の近代建築と屋上緑化 

山田 宏之 大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科 緑地環境科学専攻 教授 

日本において明治40 年代以降建てられた近代建築物屋上において、本格的な屋上庭園が造

成され始めた。ホテルやデパートの屋上に設けられた庭園は、近代における新しい形の庭園
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文化を創出したものと考えられ、これら先駆的な屋上庭園が都市文化に与えた影響について

考察する。 

発表８ 芝草による沿岸地域の環境修復・緑化の可能性について 

発表者：杉浦総一郎 東京農業大学大学院 農学研究科造園学専攻 

Zoysia matrella Merr.(コウライシバ：以下Z.m）に異なる濃度のNaCl 溶液を175 日間施

用した。Z.m 体内のイオンやグルコースの上昇など塩分適応に関する特徴が確認され、Z.m 

体内のNaCl 含有量（DW）から推定値で1a あたり最大約6.5Kg のNaCl を土壌中から吸収する

ことを算出した。 

発表９ 緑を用いた屋上の再生-西武池袋本店「食と緑の空中庭園」の事例から 

発表者：庄司 悦雄 株式会社日比谷アメニス 
2015 年4 月29 日にリニューアルオープンした、西武池袋本店の屋上は、４０年以上を経

過した既存建物の屋上という制約の多い条件下であるにも関わらず、豊かな緑と多くの壁面

緑化を導入し、多くの集客を集め、成功を収めている。ここでは、その改修に至る経過か

ら、限定的な条件下で緑化を実現した技術などについて、その概要を紹介する。 
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■平成２６年度 特殊緑化に関する研究者発表会 講演要旨 

日時：平成２６年１１月７日（金） 13：00～18：30 

会場：東邦レオ5F 会議室（東京都豊島区北大塚1-15-） 

 

発表１「グラウンドサーフェイスから見たスポーツ傷害と人工芝・天然芝」 

発表者：飯島 健太郎 横浜桐蔭大学 医用工学部 准教授 

グラウンドサーフェイスとしての人工芝について、特にスポーツ障害の観点からの問題点

について整理した。また良質な管理下の天然芝は適度な支持力（反発力）を持ちつつ、根圏

層を含む膨軟な土壌層が加速度を吸収し、怪我の予防に貢献していると考えられる。 

 

発表２「京町家に代表される「坪庭」の涼気生成ならびに構成要素と快適性との関係に関する実証的

研究」 

発表者：孫 瑩軒（東京農業大学大学院造園学専攻） 

本研究では，住居空間の有効利用や熱環境改善効果等の視点から注目されている京町家の

「坪庭」の構成要素と快適性の関係性を実証し，人間の体感評価を含めて，総合的に把握する

ことを目的とした。 

その結果、①坪庭の構成要素の相違が住居空間の温熱環境に変化を与えることを把握し

た。②坪庭をとりこんだ京町屋の室内から戸外に連続する空間における夏と冬快適指数に変

化があることを把握した。 

その他、坪庭の存在と京町屋の住居空間における温熱環境についての知見が把握できた。 

 

発表３「改良イワダレソウを用いた太陽光パネル周辺緑化事例の報告」 

発表者：吉岡 威 特殊緑化共同研究会（内山緑地建設株式会社） 

雑草対策をおこなわない、雑草を生やさないという従来の考えでは管理コストが上昇す

る。そこで、植生を維持しながら雑草を抑制し、コストの縮減や発電効率改善が可能な改良

イワダレソウを用いた太陽光パネル周辺緑化を実施した。新たな太陽光シェアリングの事例

として概要を紹介する。 

 

発表４「韓国屋上緑化事例視察会報告」 

発表者：綿引 友彦 特殊緑化共同研究会（田島ルーフィング株式会社 営業本部） 

2014 年9 月3～5 日に実施された、（公）都市緑化機構 特殊緑化共同研究会有志による韓

国屋上緑化事例視察会について、防水、植栽基盤、土壌、植物、デザインの様々な視点から

捉えた韓国の最新屋上/壁面緑化事情を報告する。 

 

発表５「日本緑化建築試論」 

発表者：北村 知佳子 KAJIMA DESIGN 

2010 年に書いた試論である。環境意識の高まりと緑化技術の進歩から、緑を纏う建築作品

に大きな関心が寄せられていたことが背景にあった。本試論は日本の緑化建築を題材とし、

建築家が植物という「他者」をどう捉えてきたか、言説の収集と原点への遡行による思想史

的概観を試みたものである。 

 

発表６「都市公園における近隣住民の利用行動と健康増進の関連性について」 

発表者：大塚 芳嵩 千葉大学大学院園芸学研究科 博士後期課程2 年 

岩崎 寛 千葉大学大学院園芸学研究科 環境健康学領域 准教授 

都市公園における利用行動と公園利用者の健康関連QOL の関連を検証するため、都内の6 

つの公園を対象に近隣住民に対してオンラインアンケート調査を実施した。この結果、散
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歩、自然観察、会話などの特定の利用行動を実施することで健康増進が図れる可能性が示さ

れた。 

 

発表７「大型重量計による単木蒸散量の計測と樹木の形態・生理的特徴に基づく分析」 

発表者：清野 友規 東京工業大学大学院 博士課程1 年 

都市における樹木の単木スケールの蒸散量の個体差とそれを生じる要因を明らかにするた

め，短期間での複数の供試木の計測を可能とする吊り下げ式重量計を開発し，実験圃場にお

いてコンテナ植栽の孤立樹木11 種(平均樹高5.2m)の夏季晴天・灌水日における蒸散量の計測

と比較分析を行った。 

発表８「窓面緑化による日射遮蔽効果に関する研究～年間熱負荷解析による考察～」 

発表者：田中 稲子 横浜国立大学 都市イノベーション研究院 准教授 

佐藤 大樹 大成建設株式会社 

福田 大空 大成建設株式会社 

窓面緑化システムの計画を検討するため、窓面緑化されたRC 造の建物を対象に年間を通し

た熱負荷解析を行った。落葉種ケースでは年間熱負荷はわずかに減少するが、常緑種ケース

では暖房負荷の増加に繋がること等が知見として得られた。 

 

発表９「野和花咲きし 都かな」 

発表者：七海 絵里香 日本大学大学院生物資源科学部植物資源科学科 

大澤 啓志 日本大学大学院生物資源科学部植物資源科学科准教授 

都市緑化の質が求められる中、古くから日本人に鑑賞・利用されてきた野和花の緑化への

利用を措定し、奈良・平安期の和歌集において緑化活動の内容の把握、野和花が生育するよ

うな半自然草地を創出するための技術の検討、pH が野草類の発芽に及ぼす影響について調査

した。 

 

発表１０「組込みシステムを活用した環境制御コントローラの開発」 

発表者：久保田 光政 特殊緑化共同研究会（ダイトウテクノグリーン株式会社） 

従来のよく使われている安価な潅水コントローラの問題点を改善すべく新商品開発を模索

した結果、組込みシステムを活用した潅水コントローラが完成した。センサ入力、外部コン

トロール出力、データロガー機能を有し、プログラムを書き換えることも出来るため、オー

ダーメードの環境制御コントローラとしても使用され始めている。 

50



■平成25年度特殊緑化に関する若手研究者・企業関係者の合同発表会講演要旨 

                                      

日時：平成２５年１２月６日（金） 10：00～17：20 

会場：田島ルーフィング会議室（東京都千代田区岩本町） 

 

発表１「鉄道軌道敷緑化技術の現状と課題」 

発表者：飯島 健太郎 桐蔭横浜大学 医用工学部 准教授 

近年、地方都市を中心に芝生軌道が普及しつつある。そこで軌道緑化による多様な環境効

用、安全上の効用とともに軌道緑化を実現するための技術的特徴と課題について整理した。

また国内外の軌道緑化事例の紹介とともにわが国の軌道緑化実現の政策的背景、工法、維持

管理上の課題等についてまとめた。 

 

発表２「「命山」～歴史の中の避難・防禦・災害対策としてののり面空間の造成と緑化対策～」 

発表者：飯塚 隼弘 東京農業大学 地域環境科学部 造園科学科 博士研究員 

静岡県袋井市が2016 年度完成をめざし，造成を進めている「平成の命山」。これは，東日

本大震災を受け，新たな水害対策が迫られる中，先人たちの残した史実にならい実現したも

のである。津波避難タワーより費用も安く，日頃は公園として開放するとしている。本研究

は，この命山をはじめ，日本における，防禦・災害・避難対策としてののり面空間，そこで

用いられてきた緑化手法，樹草種について考察することを意図とした。 

 

発表３「特殊緑化共同研究会参加のすすめ - 若手技術者！いつ参加するの？」 

発表者：橘 大介 （公財）都市緑化機構 特殊緑化共同研究会 調査研究部会 部会長 

本報告では、著者が特殊緑化共同研究会で取り組んできた調査研究業務等を通して得られ

た知見の一部を紹介する。またこのような成果を得る過程や報告書作成などを若手技術者と

もに実施することで人材育成に努めてきたので、併せて特殊緑化共同研究会に造園業界の若

手技術者を送り込むことの意義についても述べる。 

 

発表４「利用者の心身への効果を考慮した屋上緑化について」 

発表者：岩崎 寛 千葉大学大学院 園芸学研究科園芸学部 准教授 

利用時間の限られた都市勤務者にとって、夜間の屋上緑化空間がストレス緩和に効果があ

ること、また高齢者施設における屋上緑化空間は、高齢者のアクティビティケアの場として

有用なこと、また屋上庭園における園芸作業が回想療法として有用なことがわかった。 

 

発表５「都市緑化の熱的効果の計測と解析―体感気候とヒートアイランド緩和の視点から―」 

発表者：弓野 沙織 東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻 博士課程後期1 年 

都市緑化に関するこれまでの計測・解析例から、都市緑化が体感気候、ヒートアイランド

緩和にどのような影響を及ぼしているか紹介する。夏季日中の放射環境の改善が体感気候に

大きく影響するため緑化はとても有効であるが、風速の低減効果等、マイナスの影響も生じ

るため事前の計画・評価が重要である。 

 

発表６「田瀬理夫の作品におけるエコロジカルなランドスケープデザインの特徴について」 

発表者：田中 秀樹 日本大学大学院生物資源科学部植物資源科学科博士前期課程2 年 

大澤 啓志 日本大学大学院生物資源科学部植物資源科学科准教授 

エコロジカルなランドスケープデザインの実践者として注目されている造園家 田瀬理夫氏

の代表的な４作品の設計図面とヒアリングから、その具体的なデザイン手法を分析・整理し

た。その結果、いずれも、失われつつある周辺の自然環境やランドスケープの秩序の再生が

意図されていた。 
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発表７「湾岸エリアにおける環境圧の実態とその対策について」 

発表者：直木 哲 特殊緑化共同研究会（イビデングリーンテック株式会社） 

湾岸エリアはオリンピックを控え注目されているが、緑化を進めるにあたり今一度臨界

地・埋立地としての環境圧を把握しておくことが重要である。臨界値緑化に関する研究は昭

和40年代に主に行われた。その主要ポイントと最近の事例、台風による潮風害、液状化につ

いても併せて述べる。 

 

発表８「屋上緑化可能建築の配置からみた高密度都市における空中緑地の構成」 

発表者：寺内 美紀子 信州大学 工学部 建築学科 准教授 

近年、都市熱環境の悪化改善や生物多様性の確保を目的として、様々な屋上緑化の施策を

導入する自治体が増えている。しかし高密度な都心部においては、今後大規模な緑地が新た

に創出されるとは考えにくく、残された空間として屋上緑化が、地域的すなわち面的に広が

ることが有効と考えられ1)、環境改善や景観形成の点でも期待される。そこで本研究では、

地域的に屋上緑化がなされた場合の緑地の集合を「空中緑地」と定義し、東京都の代表的な

街区の集合と言える路線商業に囲まれた街区群を対象とし、既存状態から屋上緑化が可能な

建築（以下、緑化可能建築）を抽出する。また構成的特徴を捉え、それらの分布および配置

を検討することから、高密度都市における屋上緑化を利用した空中緑地の構成を明らかにす

ることを目的とする。 

 

発表９「植物工場にかかわる諸問題と研究開発の現状」 

発表者：丸尾 達 千葉大学園芸学研究科・園芸学部 教授 

植物工場には太陽光型植物工場と人工光型植物工場があるが、農業人口の高齢化、担い手

の減少、温暖化など気象環境の不安定化等を考えると今後必要不可欠な技術である。専用品

種の開発も含め、研究開発を必要とする分野は多岐にわたり、アジアを対象とした国際的研

究開発が求められている。 

 

発表1０「上海における緑地の現状」 

発表者：伊東 伴尾 前：高原建築諮詢有限公司 

筆者が18ヵ月滞在し見聞した上海緑地現況報告。1990年代以降から緑地が急速に増加して

いるが、自然環境と建設事情による材料と施工方法に課題が多い。しかし最近、緑量重視か

ら品質への変化もみられる。一方、上海及び周辺には魅力的な、中国庭園や租界地時代の外

国庭園と緑豊かな街路空間がある。 

 

発表12「地表面被覆の違いと発電量の関係性分析」 

発表者：菊池 佐智子 茨城大学 地球変動適応科学研究機関 ICAS 研究員 

2012年7月に明治大学農学部に設置したPVグリーンシステムの分析結果を報告する。対象と

した72日間のデータから、地表面温度とパネル裏面温度の差の平均は、緑化面で－0.04℃、

コンクリート面で＋0.17℃となり、パネル裏面温度と発電量には、負の相関関係が存在する

ことを確認した。 
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■平成24年度 特殊緑化技術に関する研究発表会 講演要旨 

                                      

日時：平成２４年１２月７日（金） 13：00～18：00 

会場：田島ルーフィング会議室（東京都千代田区岩本町） 

 

 

○発表１「屋上緑化された都市住宅作品の外形構成 〜建築デザインの考察〜」 

安森 亮雄 宇都宮大学 大学院工学研究科 地球環境デザイン学専攻准教授 

 

都市における高密度な住宅地では、敷地内外に十分な緑地が確保しにくいことや近年の環

境負荷への配慮を背景として、屋上緑化により積極的に自然環境を取り込む住宅がみられ

る。こうした住宅では屋上緑化を街並に表出させたり、住宅内部に緑を取り入れるために大

きな開口を設けるなどの特徴的な外形がみられ、屋上緑化を活かした住宅の外形構成が成立

している。そこで本研究では屋上緑化された都市住宅作品において、屋上緑化された住宅

が、周囲の地面、外形全体、屋根や階などの部位といった、外形の部分と全体の表現におい

て成立していることを示すものと考えられる。 

 

○発表２「卓上に配置した観葉植物と癒し効用」 

飯島 健太郎 横浜桐蔭大学 工学部 電子情報工学科 准教授 

 

小型の観葉植物を素材として、①室内に植物がない状態、②室内の前方に植物がある場

合、③卓上に植物がある場合の心理調査を行った。その結果、植物が卓上にある場合に顕著

な心理的ストレス軽減傾向を示した。その作用要因となる印象の変化についてもSD 調査やア

ンケートから検討した。 

SD 法の官能評価では植物の存在が空間の印象に影響がある事を追認、印象としてポジティ

ブ方向に推移する傾向にあった。アンケート調査からは植物が部屋にある場合では空間とし

て良い印象を与えること、卓上に植物を置いた場合ではその植物に所有意識が生まれ、愛着

が湧く傾向にありこの事がストレス尺度の軽減効果の増大に寄与したと考えられる。 

 

○発表３「近代日本社会における都市の芝生空間の意味論的考察」 

高久 聡司 東洋大学 生命科学部 非常勤講師 

 

本稿は、なぜある時には芝生が否定され、別の時には受容されるのかという差異を明らか

にするため、芝生空間に対する市民の受容（芝生の情緒的効果）に着目し、その転換点であ

る1900 年前後、1970 年代前後を中心として近代日本社会における都市の芝生空間の意味の

変遷を明らかにする。 

 

○発表４「都市域における生物多様性に配慮した緑化に関する研究－ビオトープ・パッケージの開発

と造成とその評価を通して－」 

藤瀬 弘昭 東京都市大学大学院環境情報学研究科元大学院生 

田中 章 東京都市大学環境情報学部 教授 

 

本研究では生態系を総合的に評価する手法であるHEP（Habitat Evaluation Procedure）を

応用し、屋上緑化の生物多様性を、簡易的に、定量的に評価可能な手法を開発することを目

的とした。HEP を応用し屋上緑化の生物多様性を評価する手法を開発し、本評価手法を用い

て、東京都、神奈川県に位置する屋上緑化を5 つ評価した。その評価結果と、生物多様性の

保全・復元効果があるとされる緑化形態との比較を行った結果、相関関係が見られ、本評価

手法の妥当性を検証することができた。 
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○発表５「多彩な花空間における誘致昆虫相の実態とその要因 －晴海アイランド・トリトンスクエ

ア・ガーデンを事例として－」 

七澤 寛 東京農業大学大学院農学研究科 都市緑化技術研究室博士前期課程 

 

本研究では、晴海アイランド・トリトンスクエア・ガーデンという600種類内外の宿根草等

を混植した人工地盤上の緑化空間の昆虫相及び訪花昆虫と植栽植物の関係性を究明すること

により、生物誘致を目的とした事業実施の際に指針となるような知見を得ることを目的とす

る。晴海アイランド・トリトンスクエア・ガーデンで採集された昆虫類の中では訪花昆虫が6

割ほどを占めていたが、花卉が数百種類も植栽されているのにも関わらず、利用している植

物は限られていた。また食物となる蜜源・花粉源植物数種類が同時期に開花している場合で

も、ある特定の種類にだけ集中して訪花していることが観察された。 

 

○発表６「コケ植物による放射性物質の吸着・集積能に関する調査研究」 

金子 亮太 東京農業大学大学院造園学専攻 博士課程前期2 年 

 

本調査では、コケ植物による放射性物質の吸着・集積能の実態調査ならびに、捕染の可能

性について検証を行った。その結果、コケ植物による放射性物質の吸着・集積能は、芝生や

土壌、落葉よりも高く、また種類の違いによる放射性物質の吸着・集積能の違いも確認する

ことができた。コケ植物による放射性物質の吸着・集積能は高く、スナゴケ（Racomitrium 
canescens Hedw.）壁面緑化資材を利用した捕染手法の有用性が示唆された。 

 

○発表７「都市農村交流体験と連動した里山樹種による都市緑化の可能性」 

七海 絵里香  日本大学大学院博士後期課程1 年 

大澤 啓志   日本大学生物資源科学部 准教授 

 

都市緑化においては、住民が緑化地に特別な愛着を持たせることも重要であり、その工夫

として里山樹種による緑化に加え、苗木供給元の農村との交流を試みた。4 年間の都市農村

交流プログラムを通じ、参加者は緑化の意識向上そして農村地域への理解・興味の深化が示

された。 

 

○発表８「屋上緑化と両立可能な太陽光発電システムの検討」 

菊池 佐智子 東北大学大学院・生命科学研究科 助教 

太陽電池は周辺の温度変化による出力変動が大きい。そこで、屋上の暑熱環境を緩和する

屋上緑化上に太陽電池を設置し、日射量、発電電圧および周辺環境の計測を始めた。本発表

では、2012 年夏期の実測データを中心に、これまでの研究成果を報告する。 

その結果、芝生緑化を施工することにより、パネル下の温度を低減できること、コンクリ

ート面に設置したパネルと比較して、発電効率の抑制を緩和することが示された。 

 

○発表９「大型重量計を用いたケヤキの蒸散特性の計量化」 

浅輪 貴史 東京工業大学 総合理工学研究科 准教授 

 

本研究では、樹木の熱環境緩和効果の数値モデル化に向けて、大型重量計を用いることで

実大サイズの単木樹木の蒸散量を計量化する方法を提示し、夏季における気象条件、土壌含

水状態と、ケヤキの蒸散特性との関係を明らかにした。 

大型重量計を用いたケヤキの重量計測値から風の影響を除去する方法を提示し、ケヤキの

蒸散量を±100g/h の精度で計測できることを示した。また夏季におけるケヤキの蒸散特性を

示し、土壌含水率の低下による水分ストレスの影響により、蒸散量が1/3 にまで減少すると

いった生理特性を含む蒸散特性の結果が得られた。 

54



■平成23年度 特殊緑化技術に関する研究発表会 講演要旨 
 

日時：平成２３年１２月９日（金） 13：00～18：30 

会場：田島ルーフィング会議室（東京都千代田区岩本町） 

 

○発表１「園芸療法の心理的効用と高齢者施設における導入可能性」 

飯島 健太郎 横浜桐蔭大学 工学部 電子情報工学科 准教授 

 

訪問介護員研修生を対象に園芸療法の心理的効用調査と高齢者施設への園芸療法の導入可能

性についてアンケートを実施した。簡単な園芸作業を体験した研修生はPOMS 診断により心理

的ストレスの低減効果があった。また高齢者施設における園芸療法の導入に対して肯定的な意

見であった。 

 

○発表２「生物多様性を目的とした屋上緑化の改修後における動植物の変化」 

永瀬 彩子   千葉大学大学院園芸学研究科 助教 

野村 昌史   千葉大学大学院園芸学研究科 准教授 

蔵品 真侑子 千葉大学大学院園芸学研究科修士課程 

 

８年間無管理無灌水だった生物多様性を目的とした屋上緑化の改修を行い、動植物の変化を

調査した。改修後初期は、動植物相は大きく変化し、エディブルガーデンは生物多様性創出効

果に貢献することが示された。 

 

○発表３「粗放型薄層屋上緑化システムの雨水流出遅延効果の定量化」 

菊池佐智子 東北大学大学院・生命科学研究科 助教 

輿水 肇  明治大学農学部 教授 

 

経済性，施工性の観点から今後の緑化拡大に貢献する粗放型薄層屋上緑化システムを供試材

に雨水流出遅延効果を計測した．使用した緑化システムの流出係数は，水分条件が乾燥時では

0.30，飽和時であっても0.48 となり，ゴルフ場の流出係数0.50 より小さく，屋上緑化の流出

遅延効果が明らかになった。 

 

○発表４「日本における『のり面緑化』の起源と変遷に関する技術的考察」 

飯塚 隼弘 東京農業大学大学院農学研究科 造園学専攻 

 

本研究では、世界においてその技術工法の豊富さを誇る日本ののり面緑化（広義の斜面への

植栽行為）技術について、さまざまな潮流の歴史的系譜を探り、その起源と変遷を明らかに

し、これらを体系的にまとめることを意図している。 

 

○発表５「華さそふ 都に植ゑし 秋の七草」 

七海 絵里香 日本大学大学院生物資源科学研究科 

大澤 啓志  日本大学生物資源科学部 准教授 

 

古くから日本人が生活の中に取り込んできた人里植物の緑化植物としての利活用を措定し、

万葉時代における秋の七草の生育立地および農村環境における萩の生育特性についての調査を

行なった。その結果、秋の七草の生育立地として、「野」すなわち灌木が混生するような半自

然草地の重要性が示唆された。 
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○発表６「学校緑化の促進を目指した"CASBEE学校"の紹介とその課題」 

藤田暁子 明治大学農学部卒 

輿水  肇 明治大学農学部 教授 

 

建築環境総合性能評価システムCASBEE は，建築物の環境性能を評価し格付けする評価手法

であり，住宅・一般建築，都市・まちづくりは完成後，数回の改訂が行われている．本稿で

は，2010年9月に完成したCASBEE 学校の課題を抽出し，学校緑化を促進するための改訂の方

向性を検討した。 

 

○発表７「日積算受熱日射量分布を用いた熱環境緩和のための緑化手法」 

佐藤 理人 東京工業大学大学院 特別研究員 

 

本稿では，密集市街地の総合設計制度が適用されている街区をケーススタディとして，街

区計画を行う際に日積算受熱日射量分布を用いることで，建物と緑との相互影響を考慮しな

がら夏季における熱環境緩和に有効な緑化を計画できる手法について提案する。 

 

○発表８「樹種と季節の違いに着目した単木落葉樹の日射遮蔽に関する数値解析-樹木の日射遮蔽効果

を活かした熱・光・紫外線環境設計支援ツールの開発-」 

熊倉 永子 東京工業大学総合理工学研究科 博士課程 

 

熱・光・紫外線環境設計支援ツールの開発を目的とした、樹種と季節別の日射遮蔽効果を

予測する数値モデルの構築に向け、5 樹種の樹木のCG モデルを用いて直達日射透過率につい

て解析した。その結果、分岐構造と太陽位置の違いにより直達日射透過率の差が最大50%ある

ことが明らかになった。 

 

○発表９「窓面緑化の室内における視環境への影響」 

田中 稲子 横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 准教授 

 

窓面を覆うような壁面緑化について、可視光の遮蔽による室内の光環境および視環境への

影響を印象評価実験により把握した。窓面が緑化されることで室における明るさ感や開放感

が減少するものの、因子分析の結果「くつろぎ」の印象は増すこと等が明らかとなった。 

 

○発表10「芝生地の放射性物質による汚染のメカニズムと芝生地の除染方法」 

水庭 千鶴子 東京農業大学 地域環境科学部 造園科学科 講師 

 

本研究では原発事故により放射性物質汚染が各地で広まったことを受け、緑地の特に芝生

地を対象に、汚染メカニズムを明らかにし、芝生地の除染方法について、地表部のサッチ層

を取り除く方法を提案した。これにより芝生地の機能を損なわず短期での芝生地の再生が可

能となった。 
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■平成22年度 特殊緑化技術に関する研究発表会 講演要旨 

 
日時：平成２２年１２月９日（木） 13：00～18：30 

会場：田島ルーフィング会議室（東京都千代田区岩本町） 

 

 

○発表１「生物多様性を目的とした屋上緑化のための植栽設計・管理」 

永瀬 彩子 千葉大学大学院園芸学研究科 助教 

野村 昌史 千葉大学大学院園芸学研究科 准教授 

 

生物多様性を目的として施工され8年間無管理無灌水だった屋上緑地の動植物の調査を行っ

た。多くの高木は活力が低かったが、密植した低木の生長は良好だった。雑草地には草食性

の昆虫類が多く定着していたが、吸蜜植物を残し、大型雑草を除去するなど選択的除草が必

要である。 

 

○発表２「集合住宅における屋上園芸を核としたコミュニティ形成と住民意識」 

御手洗 洋蔵 東京農業大学大学院 農学研究科 農学専攻博士前期課程 

 

本研究では、マンション屋上で園芸活動に取り組んでいる住民のコミュニティ形成に対す

る意識と屋上園芸の実態について調査した。その結果、屋上を住民たちで、ともに管理する

コミュニティガーデンとして利用することにより、コミュニティ形成に対する住民意識の高

まることがわかった。 

 

○発表３「CASBEEにおける建築緑化評価指標の充実と開発」 

高橋 萌    前 明治大学 農学部 

 

建築緑化の視点で、建築物の環境性能を評価するため、現況調査を行い、緑環境を構成す

る敷地内緑化、屋上緑化の評価項目を追加したCASBEE 改良案を作成した。妥当性を検証し、

改良案が緑環境の性能を定量化するだけではなく、今後の建築緑化の意義把握に有効となる

ことが示唆された。 

 

○発表４「パトリック・ブランの『垂直の庭』における配植手法と設計理念」 

深水 崇志 千葉大学大学院 園芸学研究科 風景学研究室博士後期課程 

 

パトリック・ブランが制作する「垂直の庭」について、文献調査や植物配置図の分析を行

った。それにより熱帯雨林の風景や階層構造、生態系における生物間の相互作用といったも

のを、垂直の庭」の中に再現しようとする、ブランの設計理念と配植手法が明らかになっ

た。 

 

○発表５「在来植物を用いた壁面部緑化」 

大澤 啓志 日本大学 生物資源科学部 植物資源科学科 准教授 

 

歴史的風土都市・鎌倉市に生育するケイワタバコに着目し、切り通し等を想定してフトン

籠側面での生育試験を行った。自生地における壁面岩盤への固着様式を調べるとともに、鎌

倉市域での本種群落分布の把握を行った。また、壁面部緑化に適した在来ツル植物種の検討

も行った。 
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○発表６「根の肥大生長を対象とした建築材料の耐根性評価手法」 

石原 沙織 東京工業大学 建築物理研究センター 博士後期課程 

 

建築物に接して植栽がなされる場合、植栽域周辺材料は根に対する抵抗性（耐根性）を有

する必要がある。本研究は、耐根性を事前に評価する手法として、根の挙動を機械的な力に

置換した模擬根を作製し、木本類植物を対象とした耐根性評価手法について検討したもので

ある。 

 

○発表７「グランドカバープランツを利用したファイトレメディエーション」 

浅井 俊光 東京農業大学 地域環境科学部 助教 

 

本研究ではグランドカバープランツによるカドミウム（Cd）の吸収・除去を行うこと目的

とし、様々なプレテストの結果などからアジュガ、キショウブ、ハナショウブ、ペレニアル

ライグラス、トールフェスクを供試植物に選出し、そのCd 吸収能・耐性の度合いについて明

らかにした。 

 

○発表８「軽量プラスチック資材を利用した屋上水辺緑化の試み」 

笹田 勝寛 日本大学 生物資源科学部 生物環境工学科 准教授 

 

本報告では屋上緑化と水辺ビオトープを複合させ、屋上における水辺緑地空間の創出する

ことを目的に、軽量プラスチック資材上にコケ植物を生育させた浮島製作の試みについて、

植生基盤としての評価と温熱環境緩和機能の評価に着目した試験の結果を報告する。 

 

○発表９「Storm water対策を目指した実験雨パターンによる屋上緑化の雨水流出シミュレーション」 

菊池 佐智子 明治大学 研究知財戦略機構 

 

実際の市街地構造における屋上緑化の雨水貯留、流出抑制効果の有効性を検証するため、

東京都千代田区飯田橋を中心する17 街区をケーススタディに流出シミュレーションを行っ

た。想定した3 種の降雨イベントから、総雨水流出量の低減と降雨初期の流出抑制に効果を

発揮することが示唆された。 

 

○発表10「ドイツ南西地域の環境緑化事例」 

飯島 健太郎 横浜桐蔭大学 工学部 電子情報工学科 准教授 

 

ドイツ南西部の環境緑化を視察した。地域環境の健全化のために徹底した土地利用計画と

緑地保全整備指針のもと大小様々な空間に緑が創出され、またそのネットワーク化が図られ

ている。さらに特殊緑化がその緑のネットワークの一部を形成し、有効に緑化機能を果たし

ている。 
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